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施行し,良好な結果が得られた症例を経験 したの

で若干の文献的考察を加えて報告する.

2 閉塞性腸炎を伴う進行大腸癌に対して二期的

に腹腔鏡手術を施行した l例
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症例は82歳,女性.帳吐 .腹痛を主訴に入院.

腸閉塞および閉塞性腸炎を併発 した進行 S状結

腸癌と診断され,準緊急で腹腔鏡下手術を施行し

た.閉塞性腸炎を併発していること,高齢である

ことなどから-↑期的な吻合を避け,Hartmann手

術を選択した.進行度はStageHであった.術後

順調に回復 し,再発もみられないため,6ヵ月後

に腹腔鏡下での人工肝門閉鎖術を施行した.腹腔

内には癒着は認めず,安全且つ短時間に再吻合を

行うことができた.術後合併症なく退院し,外来

通院中である.腹腔鏡手術は手術時の剣の小ささ

や低侵襲にばかり目がいくが,再手術の時にこそ

その威力を発揮する.本症例のように鋭視下で二

期分割に手術を行う報告も今後増えてゆくものと

考えられる.

3 当科における腹腔鏡下虫垂切除術の治療成績
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当科では,膿癌形成を認めない急性虫垂炎に対

しては,腹腔鏡下虫垂切除術 (lA)を第--一選択と

している.当科の IA の成績から,今後の課題に

つき検討した

急性虫垂炎の診断で腹腔鏡手術を行った109例

(男58例 ･女 51例 ･中央値 35歳)と術前明らか

な膿癌を認めない開腹手術 (OA)72例 (男 32

例 ･女40例 ･中央値 39歳)を比較した 手術時

閏中央値は,IA 群 61分,0Å群 43分 (p<0.05)

であった.IA 群に手術時間とBMIとの相関はな

379

かったが,B群で相関を認めた.術後入院日数は

1A帯5冒,OA群 8冒 (p<0.05)であった.穿

孔例の LA群では,創感染は低頻度であったが,

術後膿癌は高頻度であった.

Ⅰ通 は,在院期間の短縮が得られ,肥満者には良

い適応と考えられた.穿孔例の術後膿癌対策が,

今後の課題である.

･1 直腸月=門部悪性黒色腫の Ll例
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直腸旺門部悪性黒色腫は,同部悪性艦壕の0.1

-0.5%と稀な疾患で,早期に血行性, リンパ行

使に転移し,きわめて予後不良である.今回4例

経験 したので,文献的考察を加えて発表する,

4例共女性,45-70歳,主訴は3傍Jで下血,i

例は肝門部違和感.いずれも肝門部 直 上に聴感あ

り,3例は隆起型で術前診断がつき,Mils-opを行

った.1例は粘膜下腺癌様で,術前診断がつかず

IARを行った.ss2例,sml例,ml例.3例はリ

ンパ節転移なく,2例は脈管授襲なし,1例は不

軌 1例はリンパ節転移,脈管侵襲陽性で,術後 1

年3ケ月多発転移にて死亡.sm浸潤例は,約 7

年で再発転移 し,7年 6ケ月目に死亡.粘膜下腺

癌様,ss浸潤例は,約 5年後再発 し切除,6年 5

ケ月生存軋 もう1例は,1年 4ケ月再発転移な

く生存中,

長期生存には,早期に発見し,早期に手術を行

うべきである.

5 婦人科腫癌に対して骨盤内臓全摘術を施行し

たti症例
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2004年2月から婦人科魔境に対 して骨盤 内臓

全摘術を施行してきたが,その結果について報告

する.


